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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第15期

第１四半期
累計期間

会計期間
自 2021年３月１日
至 2021年５月31日

売上高 (千円) 890,977

経常利益 (千円) 69,203

四半期純利益 (千円) 78,128

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) ―

資本金 (千円) 50,000

純資産額 (千円) 1,355,506

総資産額 (千円) 2,224,221

１株当たり四半期純利益 (円) 10.85

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益

(円) ―

１株当たり配当額 (円) ―

自己資本比率 (％) 60.94

(注)１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社を有していないため記載しておりません。

３．当社は、2021年７月14日開催の取締役会決議に基づき、2021年７月29日付で普通株式１株につき10株の割合

で株式分割を行っております。第15期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を

算定しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場であり、

期中平均株価が把握できないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、新規上場申請のための有価証券報告書（I

の部）に記載した事業等のリスクについて、重要な変更はありません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 経営成績の状況

当第１四半期累計期間(2021年３月１日～2021年５月31日)におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症

の世界的な拡大により、経済活動が国内外で停滞している中、各種の経済施策などによって回復傾向にはあった

ものの、足元では、緊急事態宣言の再発令により先行きが不透明な状況が続いています。

情報サービス産業においては、投資内容や業種により偏りがあるもののIT投資は持ち直しの動きが見られま

す。またウィズコロナの時代に対応したクラウドサービスの活用や、テレワーク環境の整備・強化に向けた需要

の増加が続いています。しかしながら、長期化する経済活動の自粛に加え、景気後退に伴う企業の業績悪化によ

り、一部で投資分野の選別が始まるなど予断を許さない状況が依然として続いています。

このような情勢の下、当社は社員およびお客様の安全確保を優先しつつ、事業効率のさらなる改善と事業規模

拡大に取り組んでまいりました。

当第１四半期累計期間の業績については、新型コロナウイルス感染症の影響により厳しい状況が続いているも

のの、一部の顧客で停滞していたIT投資が再開されるなど、徐々に受注状況が改善され、売上高は890,977千円、

営業利益は69,339千円、経常利益は69,203千円、四半期純利益については78,128千円となりました。

(2) 財政状態の分析

（総資産）

　総資産の残高は2,224,221千円となり、前事業年度末と比較して176,562千円の減少となりました。これは主に、

現金及び預金が116,538千円減少したことや前払費用が42,170千円減少したことなどによるものです。

（負債）

　負債の残高は868,715千円となり、前事業年度末と比較して254,690千円の減少となりました。これは主に、賞

与引当金の計上31,579千円があったものの、未払費用の減少93,002千円、未払法人税等の減少82,947千円、未払

消費税等の減少29,723千円、長期借入金の減少26,460千円、短期借入金の減少24,900千円があったことなどによ

るものです。

（純資産）

　純資産の残高は1,355,506千円となり、前事業年度末と比較して78,128千円の増加となりました。これは、利益

剰余金が78,128千円増加したことによるものです。

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 2,000,000

計 2,000,000

（注）2021年７月27日開催の臨時株主総会決議により、2021年７月27日付で発行可能株式総数を28,800,000株にする旨

の定款変更を行い、発行可能株式総数は26,800,000株増加し、28,800,000株となっております。

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2021年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年10月27日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 720,000 7,200,000 非上場

完全議決権株式であり、権利内容
に何ら限定のない当社における標
準となる株式であります。
単元株式数は100株であります。

計 720,000 7,200,000 ― ―

（注）１．2021年７月14日開催の取締役会決議により、2021年７月29日付で普通株式１株につき10株の割合で株式分割

を行っております。これにより発行済株式総数は6,480,000株増加し、7,200,000株となっております。

２．2021年７月27日開催の臨時株主総会決議により、2021年７月27日付で１単元を100株とする単元株制度を採用

しております。

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2021年５月31日 ― 720,000 ― 50,000 ― ―

（注）2021年７月14日開催の取締役会決議により、2021年７月29日付で普通株式１株につき10株の割合で株式分割を行

っております。これにより発行済株式総数は6,480,000株増加し、7,200,000株となっております。

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2021年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ―

議決権制限株式(その他) ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

720,000
720,000

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式であります。

単元未満株式 ― ―

発行済株式総数 720,000 ― ―

総株主の議決権 ― 720,000

（注）2021年７月14日開催の取締役会決議により、2021年７月29日付で普通株式１株につき10株の割合で株式分割を行

うとともに、2021年７月27日開催の臨時株主総会決議により、2021年７月27日付で１単元を100株とする単元株

制度を採用しております。これに伴い、提出日現在において、完全議決権株式（その他）の株式数は普通株式

7,199,800株、議決権の数は71,998個、発行済株式総数の株式数は7,200,000株、総株主の議決権の数は72,000

個となっております。

② 【自己株式等】

該当事項はありません。
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１ 四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

２ 監査証明について

当社は、株式会社東京証券取引所の有価証券上場規程第211条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条の２

第１項の規定に準じて、第１四半期会計期間(2021年３月１日から2021年５月31日まで)及び第１四半期累計期間(2021

年３月１日から2021年５月31日まで)に係る四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビュ

ーを受けております。

３ 四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期会計期間
(2021年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,464,169

売掛金 372,540

仕掛品 12,290

前払費用 123,276

その他 4,022

貸倒引当金 △1,410

流動資産合計 1,974,889

固定資産

有形固定資産 29,387

無形固定資産 326

投資その他の資産

敷金及び保証金 75,057

保険積立金 117,258

その他 27,301

投資その他の資産合計 219,617

固定資産合計 249,331

資産合計 2,224,221
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(単位：千円)

当第１四半期会計期間
(2021年５月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 4,614

短期借入金 33,600

１年内償還予定の社債 42,000

１年内返済予定の長期借入金 112,340

未払費用 217,294

未払法人税等 42,698

未払消費税等 70,710

賞与引当金 31,579

その他 47,697

流動負債合計 602,536

固定負債

社債 97,000

長期借入金 169,179

固定負債合計 266,179

負債合計 868,715

純資産の部

株主資本

資本金 50,000

資本剰余金 5,421

利益剰余金 1,300,085

株主資本合計 1,355,506

純資産合計 1,355,506

負債純資産合計 2,224,221

　



― 10 ―

(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

(単位：千円)
当第１四半期累計期間
(自 2021年３月１日
至 2021年５月31日)

売上高 890,977

売上原価 597,300

売上総利益 293,676

販売費及び一般管理費 224,336

営業利益 69,339

営業外収益

助成金収入 421

その他 144

営業外収益合計 565

営業外費用

支払利息 702

その他 0

営業外費用合計 702

経常利益 69,203

特別利益

保険解約返戻金 49,067

特別利益合計 49,067

税引前四半期純利益 118,270

法人税、住民税及び事業税 41,434

法人税等調整額 △1,292

法人税等合計 40,142

四半期純利益 78,128
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【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

当第１四半期累計期間
(自 2021年３月１日
至 2021年５月31日)

減価償却費 2,181千円

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社の事業セグメントは、ITインフラストラクチャ事業のみの単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグ

メント情報の記載を省略しております。

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第１四半期累計期間
(自 2021年３月１日
至 2021年５月31日)

１株当たり四半期純利益 10円85銭

(算定上の基礎)

四半期純利益(千円) 78,128

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 78,128

普通株式の期中平均株式数(株) 7,200,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事業年度
末から重要な変動があったものの概要

―

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、新株予約権の残高がありますが、当社株式は非上場で

あり、期中平均株価が把握できないため、記載しておりません。

２．当社は、2021年７月29日付で普通株式１株につき10株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、当

事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益を算定しております。
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(重要な後発事象)

当社は2021年７月14日開催の取締役会決議に基づき、2021年７月29日付をもって株式分割を行っております。ま

た、2021年７月27日開催の臨時株主総会決議に基づき、定款の一部を変更し単元株制度の採用及び発行可能株式総

数28,800,000株にする旨の定款変更を行っております。

１．株式分割、単元株制度の採用の目的

当社株式の流動性向上と投資家層の拡大を図ることを目的として株式分割を実施するとともに、１単元を100株とす

る単元株制度を採用いたします。

２．株式分割の概要

(1）分割方法

2021年７月28日を基準日として、同日の最終の株主名簿に記載または記録された株主の所有する当社株式を、１株

につき10株の割合をもって分割しております。

(2）分割により増加する株式数

株式分割前の発行済株式総数 720,000株

今回の分割により増加する株式数 6,480,000株

株式分割後の発行済株式総数 7,200,000株

株式分割後の発行可能株式総数 28,800,000株

(3）株式分割の効力発生日

2021年７月29日

(4）１株当たり情報に及ぼす影響

「１株当たり情報」は、当該株式分割が期首に行われたものと仮定して算出しており、これによる影響については、

当該箇所に反映されております。

３．単元株制度の概要

単元株制度を採用し、普通株式の単元株式数を100株といたしました。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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